
学校番号 
３０９ 

平成 31年度 国語科 

教科 国語科 科目 国語総合 単位数 ５単位 年次 １年次 

使用教科書 国語総合 （数研出版） 

副教材等 

・高校ン国語入門標準(第一学習社)・古典文法用言徹底ワーク（尚文出版） 

・ビジュアルカラー国語便覧（大修館書店）・図でつかむリード現代文（啓隆社） 

・よむナビ古文基礎編(いいずな書店) ・これでわかる明快古典文法(いいずな書店) 

・これでわかる古典文法定着ノート(いいずな書店）・意味から学ぶ頻出漢字 3000(第一学習社) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・皆さんが活躍する２１世紀は、多様な価値観が存在し、変化の激しい時代です。多様な価値観を理解するた

めに、１年生では将来に必要となる基礎的な国語の力を身に付けることを心がけましょう。 

・入試改革が進み、暗記中心の入試から思考力や記述力、協働性が試される入試に移行しつつあります。その

ため、話し合いや文章記述、発表など、アクティブな活動を取り入れた授業を行います。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、コミュニケーションのための「話す・聞く能力」や意思

を伝えるための「書く能力」をしっかりと身に付けてください。 

・古典の時間では、有名な古文と漢文の作品に親しむとともに、正しく心情等を理解するために語彙力や文法

の知識をしっかりと身に付けてください。 

・授業の前には担当教員の指示に従って本読みや意味調べ等予習をし、授業の後には復習してください。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

・目的や場にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。 

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育んでいる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 
b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

論理的思考力を

主体的に磨き、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする。古典作品

から現代作品に

至るまでの幅広

い文章を読み、我

が国の伝統・文

化・教養に対する

関心を持つ。 

他者の意見を傾聴

し、意図を理解す

る。目的や場に応じ

て効果的に話し、的

確に聞き取ったり、

話し合ったりして、

自分の考えをまと

めて深めている。 

相手や目的、意図に

応じた適切な表現

による文章を書き、

自分の考えをまと

めることができる。

想像力を発揮し、読

み手を意識した文

章を創作できる。 

文章を的確に読み

取ったり、目的に応

じて幅広く読んだ

りして自分の考え

を深め、発展させて

いる。他の情報や文

章と比較し、自己の

考えを発展させる

ような読み方がで

きる。 

伝統的な言語文化

及び言葉の特徴や

きまり、漢字などに

ついて理解し、知識

を身につけている。

話す・書く・読む際

に必要な情報を収

集し、適切に使え

る。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート・ワーク

シート等） 

行動の観察 

パフォーマンス評

価 

 

記述の確認及び分

析 

（ワークシート） 

記述の確認及び分

析 

（ワークシート・） 

定期考査 

行動の観察・記述の

確認（ノート・ワー

クシート等）定期考

査・小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
ａ b c ｄ e 

１
学
期 

評
論
（１
） 

【近代以降】 

 

教材：「水の東西」 

○  ○ ◎ ○ 

a:評論文についての論理の展開

や要旨を的確にとらえようと

している。 

ｃ：文章の中心的な部分と付加的

な部分とを、書きわけている。 

ｄ:具体例や対比の表現などから

筆者の主張を読み解き、日本と

西洋の水に対する感性の違い

と、日本の心の特質をつかむ。 

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。 

a:行動の観察

及び記述の点

検 

ｃ：記述の確認

と分析 

ｄ:定期考査 

e:小テスト 

小
説
（１
） 

【近代以降】 

 

教材： 「羅生門」 

 

 

 

 

 

 

○   ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、象徴、予兆

などに果たしている効果に気

付こうとしている。 

d:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、象徴、予兆

などに果たしている効果に気

付いている。 

e:文章の形態や文体の違いによ

る特色について理解している。 

a:行動の観察

及び記述の点

検 

ｄ:記述の確認

及び定期考査 

e:小テスト 

詩 【近代以降】 

〈詩の代表的な作品を鑑賞

する〉 

教材「 I was born 」 

   ｢サーカス｣ 

○   ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どの

ように書き手が描いているの

かを捉え、言葉の美しさや深さ

に気付こうとしている。意見文

を書いたり他の人の意見文を

読んだりして、ものの見方や考

えを広げる態度を養う。  

d:人物、情景、心情などを、どの

ように書き手が描いているの

かを捉え、言葉の美しさや深さ

に気付いている。 

e:押韻やリズム、文体の違いによ

る特色について理解している。 

ａ：行動の観察

と確認及び分

析 

ｄ、ｅ：記述の確

認と分析及び

定期考査 

古
文
入
門 

【古文】 

教材： 

説話『宇治拾遺物語』 

   「児のそら寝」 

   「絵仏師良秀」 

 

文法等・・・歴史的仮名遣

い、品詞の種類、活用、

活用形 

◎   ○ ○ 

a:文章表現に即して読み、「児」

や「僧」の心情や人物をとらえ

ている。 

d: 古語と現代語の共通点、相違

点について気付いている。 

ｅ:古文を読むことに必要な文語

の決まりを身に付けている。 

ａ:行動の観察

及び記述の

点検 

ｄ：記述の確認

及び定期考査 

ｅ：小テスト 

 



 

【古典】 

教材：『徒然草』 

  「つれづれなるままに」 

  「丹波に出雲といふ所あ 

り」 

「奥山に猫またといふもの 

ありて」 

文法等…形容詞・形容動詞 
○   ◎ ○ 

a:文章に描かれている当時の情

景を語句に注意しながら読み、

人物の言動や状況を把握しよ

うとしている。 

d: 文中の登場人物の心情を表現

に即して読み、話の面白さを感

じながら読み深めようとして

いる。 

ｅ:古文を読むことに必要な文語

の決まりを身に付けている。a:

相手の考えを踏まえて自分の

考えを説明したり、考えを相対

化したりして話し合おうとし

ている。  

ａ：行動の観察

及び記述の点

検 

ｄ：記述の確認

と分析及び定

期考査 

ｅ：小テスト及

び定期考査 

 

２
学
期 

評
論
（２
） 

【近代以降】 

教材：「ものとことば」 

○  ○ ◎ ○ 

ａ:文章の内容を叙述に即して的

確に読み取り、必要に応じて要

約したり詳述したりしている。 

ｃ:「実念論」と「唯名論」につ

いて理解し、「唯名論的な考え

方」について、分かりやすく説

明している。 

ｄ：言語の役割について理解して

いる。 

ｅ：文章の組み立てや語句の意味

を理解し、語彙を豊かにしてい

る 

a:行動の観察 

ｃ:記述の点検 

ｄ：記述の確認 

ｅ：小テスト及

び定期考査 

評
論
（３
） 

【近代以降】 

教材：「浪費を妨げる社会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

   

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

a:筆者の独自性のある表現から、

描かれた情景や筆者の心情・

感覚を理解しようとしてい

る。 

d:筆者が主張する浪費と消費の

違いや現代社会の特徴につい

て正しく理解している。 

e：本文に表現された語句の意味

にはひろがりがあるというこ

とを理解している。 

ａ:行動の観察

及び記述の

点検 

ｄ：記述の確認 

ｅ：小テスト及

び定期考査 

小
説
（２
） 

【近代以降】 

教材：「城の崎にて」 

 

 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

◎ 

a:文章に描かれている人物の心

情を表現に即して読み、「私」

が至った認識をもとに「生命」

について自分の考えを深めて

いる。 

d:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、象徴、予兆

などに果たしている効果に気

付いている。 

e:「同語の繰り返し」「擬音語・

擬態語」「主語の抑制」など

の表現技巧の特色と効果に

ついて理解している。 

ａ:行動の観察

及び記述の

点検 

ｄ：記述の確認 

ｅ：小テスト及

び定期考査 



 

物
語 

【古典】 

教材：『伊勢物語』 

    「芥川」 

    「筒井筒」 

文法等・・・助動詞（き・けり・

ず） 

 

○   ◎ ○ 

ａ:地の文と和歌の関係をふまえ

て男の心の心情をとらえる。 

ｄ:歌物語における和歌の修辞

や、語句の用い方について理解

している。 

ｅ:古文を読むことに必要な文語

の決まりを身に付けている。 

ａ：行動の観察

及び記述の点

検 

ｄ：記述の確認

ｅ：小テスト及

び定期考査 

物
語 

【古典】 

教材：『竹取物語』 

   「なよ竹のかぐや姫」 

文法等…助動詞（つ・ぬ・た 

り・り） ○   ◎ ○ 

a:文章に描かれている当時の情

景を語句に注意しながら読み、

人物の言動や状況を把握しよ

うとしている。 

d:語句の意味について理解して

いる。 

ｅ:古文を読むことに必要な文語

の決まりを身に付けている。 

a:行動の観察

及び記述の

点検 

ｄ:記述の確認 

ｅ:小テスト及び

定期考査 

評
論
（３
） 

【近代以降】 

教材：「時間と自由の関係に

ついて」 

 

○   ◎ ◎ 

ａ:評論の文章の構成や展開を確

かめ、要旨を的確に捉えようと

している。 

ｄ:「時間」について説明されて

いる箇所を要約したり、分かり

やすく説明している。 

ｅ:具体的事例の表現効果につい

て考える。 

ａ:行動の観察

及び記述の

点検 

 

ｄ：記述の確認 

と分析 

ｅ:小テスト及び

定期考査 

 

漢
文
入
門 

【古典】 

教材：入門１（訓点・助字） 

    入門２（置字・再読文 

字） 

    故事成語「矛盾」 

○   ○ ◎ 

a:漢文訓読の文体に注意しなが

ら読んでいる。 

ｄ:故事成語などの短文の組み立

てなどを的確に捉えている。 

ｅ:漢文を読み解くことに必要な

訓読の決まりを身に付けてい

る。 

ａ：行動の観察

及び記述の点

検 

ｄ：記述の確認

ｅ：小テスト及

び定期考査 

日
記
・軍
記
物
語
を
読
む 

【古典】 

教材： 

日記『土佐日記』 

   「門出」 

物語『平家物語』 

   「木曾の最期」 

文法等・・・音便・助動詞（る・ 

らる・む・なり・す・ 

さす・しむ） 

○   ○ ◎ 

a:人物、情景、心情など対比的に

えがかれている箇所を捉え、そ

の効果について考える。 

d:文章に描かれている作者の心

情や時代背景など表現や語句

にも注意しながら読み、内容把

握している。 

e:古文を読むことに必要な文語

の決まりを理解している。 

a:行動の観察

及び記述の

点検 

ｄ：記述の確認

ｅ:小テスト及び

定期考査 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３
学
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
説
（３
） 

【近代以降】 

 

教材：「富嶽百景」 

 

 

 

 

○   ◎ ○ 

a:時代背景や状況をつかみ、人

物、情景、心情などを的確に捉

え、人生について考えを深めよ

うとしている。 

d:富士山に抱く印象を中心に、ふ

れあう人々の人情の美しさと、

新しい芸術を求める「私」の苦

悩や努力を読み取ることがで

きる。 

e:文章の形態や文体の違いによ

る特色について理解している。 

a:行動の観察

及び記述の

点検 

 

d、ｅ: 

記述の確認

と分析及び

定期考査 

 



短
歌 

【近代以降】 

〈俳句と短歌の代表的な作

品を鑑賞し創作する〉 

 

教材：教科書に掲載された

俳句と短歌 

 

  

 

 

 

○ 
 ○ ◎ ○ 

a: 三十一文字のリズムや区切れ

をふまえて単価を読んでいる。 

c:短歌や俳句の決まりを踏まえ

て、短歌や俳句を創作する。 

d:人物、情景、心情などを、どの

ように書き手が描いているの

かを捉え、言葉の美しさや深さ

に気付いている。 

e:文章の形態や文体の違いによ

る特色について理解している。 

a:行動の観察

及び記述の

点検 

 

c、ｄ、ｅ： 

記述の確認

と分析及び

定期考査 

 

 

俳
諧 

【古典】 

教材： 

紀行文『奥の細道』 

「旅立ち」 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

◎ 

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

a:俳諧の表現技法をふまえて読

んでいる。 

d: 語句の意味、語句の用法、表 

現の仕方について理解してい 

る。 

ｅ:俳諧を読むことに役立つ修辞

法や決まりを身に付けてい

る。 

ａ:行動の観

察及び記

述の点検 

ｄ：記述の確

認と分析

及び定期

考査 

ｅ：小テスト

及び定期

考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す･聞く能力 

c:書く能力   d:読む能力    ｅ:知識･理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各

項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 

 


